
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

観測箇所 観測箇所 観測箇所 観測箇所
観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇
観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

1回⽬ 1回⽬ 1回⽬ 0.80 60 0.80 1回⽬ 0.80 60 0.80
2回⽬ 2回⽬ 2回⽬ 0.72 60 0.72 2回⽬ 0.80 60 0.80
3回⽬ 3回⽬ 3回⽬ 0.80 60 0.80 3回⽬ 0.75 60 0.75
4回⽬ 4回⽬ 4回⽬ 4回⽬
平均値 平均値 平均値 0.77 平均値 0.78
観測箇所 観測箇所 観測箇所 観測箇所
観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇
観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

1回⽬ 1回⽬ 1回⽬ 2.45 30 4.90 1回⽬ 0.50 180 0.17
2回⽬ 2回⽬ 2回⽬ 2.25 30 4.50 2回⽬ 0.50 180 0.17
3回⽬ 3回⽬ 3回⽬ 2.30 30 4.60 3回⽬ 0.50 180 0.17
4回⽬ 4回⽬ 4回⽬ 4回⽬
平均値 平均値 平均値 4.67 平均値 0.17
観測箇所 観測箇所 観測箇所 観測箇所
観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇
観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

1回⽬ 1回⽬ 0.35 60 0.35 1回⽬ 4.00 30 8.00 1回⽬ 1.15 30 2.30
2回⽬ 2回⽬ 0.36 60 0.36 2回⽬ 4.00 30 8.00 2回⽬ 1.20 30 2.40
3回⽬ 3回⽬ 0.36 60 0.36 3回⽬ 3.80 30 7.60 3回⽬ 1.20 30 2.40
4回⽬ 4回⽬ 4回⽬ 4回⽬
平均値 平均値 0.36 平均値 7.87 平均値 2.37
観測箇所 観測箇所 観測箇所 観測箇所
観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇
観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

1回⽬ 4.75 20.6 13.83 1回⽬ 5.90 20 17.70 1回⽬ 7.00 15 28.00 1回⽬ 5.00 15 20.00
2回⽬ 4.60 20.4 13.53 2回⽬ 5.70 20 17.10 2回⽬ 7.00 15 28.00 2回⽬ 5.00 15 20.00
3回⽬ 4.55 20.3 13.45 3回⽬ 5.90 20 17.70 3回⽬ 7.00 15 28.00 3回⽬ 5.00 15 20.00
4回⽬ 4回⽬ 4回⽬ 4回⽬
平均値 13.60 平均値 17.50 平均値 28.00 平均値 20.00

2019/4/25 2019/4/26
容器法 容器法

2019/4/25 2019/4/26
容器法 容器法

M M

P P

2019/4/25 2019/4/26
容器法 容器法

Ｊ左 Ｊ左

P P

M M

2019/5/22 2019/5/23
容器法 容器法

Ｊ左 Ｊ左

2019/5/22 2019/5/23
容器法 容器法

2019/5/22 2019/5/23
容器法 容器法

2019/4/25 2019/4/26 2019/5/22 2019/5/23
容器法 容器法 容器法 容器法

Ｋ Ｋ Ｋ Ｋ

2019年4月26日 2019年5月22日 2019年5月23日

半
の
沢
右
岸
側
の
支
沢

場　所 2019年4月25日

測定不能
（にじみ）

測定不能
（伏流）

測定不能
（伏流）

測定不能
（にじみ）

測定不能
（にじみ）

Ｊ左

Ｋ

M

P

観測箇所 観測箇所 観測箇所 観測箇所
観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇
観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/

1回⽬ 1回⽬ 5.00 20.56 14.59 1回⽬ 1回⽬
2回⽬ 2回⽬ 3.90 20 11.70 2回⽬ 2回⽬
3回⽬ 3回⽬ 2.90 20 8.70 3回⽬ 3回⽬
4回⽬ 4回⽬ 4回⽬ 4回⽬
平均値 平均値 11.66 平均値 平均値
観測箇所 観測箇所 観測箇所 観測箇所
観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇
観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

1回⽬ 1.30 60 1.30 1回⽬ 1.60 60 1.60 1回⽬ 0.85 60 0.85 1回⽬ 0.70 60 0.70
2回⽬ 1.35 60 1.35 2回⽬ 1.70 60 1.70 2回⽬ 0.90 60 0.90 2回⽬ 0.70 60 0.70
3回⽬ 1.30 60 1.30 3回⽬ 1.60 60 1.60 3回⽬ 0.84 60 0.84 3回⽬ 0.75 60 0.75
4回⽬ 4回⽬ 4回⽬ 4回⽬
平均値 1.32 平均値 1.63 平均値 0.86 平均値 0.72
観測箇所 観測箇所 観測箇所 観測箇所
観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇
観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

1回⽬ 3.80 40 5.70 1回⽬ 4.20 40 6.30 1回⽬ 4.80 40 7.20 1回⽬ 4.00 40 6.00
2回⽬ 4.10 40 6.15 2回⽬ 4.00 40 6.00 2回⽬ 4.80 40 7.20 2回⽬ 3.70 40 5.55
3回⽬ 3.70 40 5.55 3回⽬ 4.30 40 6.45 3回⽬ 4.90 40 7.35 3回⽬ 3.80 40 5.70
4回⽬ 4回⽬ 4回⽬ 4回⽬
平均値 5.80 平均値 6.25 平均値 7.25 平均値 5.75
観測箇所 観測箇所 観測箇所 観測箇所
観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇
観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

1回⽬ 1.70 21 4.86 1回⽬ 2.90 10 17.40 1回⽬ 4.00 20 12.00 1回⽬ 2.10 20 6.30
2回⽬ 1.75 21 5.00 2回⽬ 2.80 10 16.80 2回⽬ 4.00 20 12.00 2回⽬ 2.20 20 6.60
3回⽬ 1.90 20.5 5.56 3回⽬ 2.90 10 17.40 3回⽬ 4.20 20 12.60 3回⽬ 2.20 20 6.60
4回⽬ 4回⽬ 4回⽬ 4回⽬
平均値 5.14 平均値 17.20 平均値 12.20 平均値 6.50
観測箇所 観測箇所 観測箇所 観測箇所
観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇
観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

1回⽬ 1.90 30.3 3.76 1回⽬ 2.00 30 4.00 1回⽬ 1.50 30 3.00 1回⽬ 1.10 30 2.20
2回⽬ 1.70 30.6 3.33 2回⽬ 2.20 30 4.40 2回⽬ 1.40 30 2.80 2回⽬ 1.05 30 2.10
3回⽬ 1.80 30.5 3.54 3回⽬ 2.10 30 4.20 3回⽬ 1.38 30 2.76 3回⽬ 1.10 30 2.20
4回⽬ 4回⽬ 4回⽬ 4回⽬
平均値 3.55 平均値 4.20 平均値 2.85 平均値 2.17
観測箇所 観測箇所 観測箇所 観測箇所
観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇
観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

1回⽬ 1回⽬ 1回⽬ 1.38 30 2.76 1回⽬ 1.15 60 1.15
2回⽬ 2回⽬ 2回⽬ 1.50 30 3.00 2回⽬ 1.20 60 1.20
3回⽬ 3回⽬ 3回⽬ 1.50 30 3.00 3回⽬ 1.15 60 1.15
4回⽬ 4回⽬ 4回⽬ 4回⽬
平均値 平均値 平均値 2.92 平均値 1.17
観測箇所 観測箇所 観測箇所 観測箇所
観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇ 観測年⽉⽇
観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法 観測⽅法

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

流量
（㍑）

時間
（秒）

流量
（㍑/
分）

1回⽬ 0.28 60.5 0.28 1回⽬ 0.52 60 0.52 1回⽬ 1.55 60 1.55 1回⽬ 0.95 60 0.95
2回⽬ 0.33 60.7 0.33 2回⽬ 0.45 60 0.45 2回⽬ 1.40 60 1.40 2回⽬ 0.95 60 0.95
3回⽬ 0.29 60.4 0.28 3回⽬ 0.47 60 0.47 3回⽬ 1.45 60 1.45 3回⽬ 0.90 60 0.90
4回⽬ 4回⽬ 4回⽬ 4回⽬
平均値 0.30 平均値 0.48 平均値 1.47 平均値 0.93

A-3(県道の路⾯排⽔） A-3(県道の路⾯排⽔）
2019/4/25 2019/4/26
容器法 容器法

G G
2019/4/25 2019/4/26
容器法 容器法

E E

容器法 容器法

A+B A+B
2019/4/25 2019/4/26
容器法 容器法

2019/4/25 2019/4/26
容器法 容器法

A+B+D A+B+D
2019/4/25 2019/4/26

2019年5月22日 2019年5月23日

A-3(県道の路⾯排⽔） A-3(県道の路⾯排⽔）
2019/5/22 2019/5/23

A-2
2019/4/25
容器法

A-2
2019/4/26
容器法

2019年4月25日 2019年4月26日

容器法 容器法

A+B A+B
2019/5/22 2019/5/23

容器法 容器法

A-2 A-2
2019/5/22 2019/5/23

容器法 容器法

E E

容器法 容器法

A+B+D A+B+D
2019/5/22 2019/5/23

2019/5/22 2019/5/23
容器法 容器法

2019/5/22 2019/5/23
容器法 容器法

G G

容器法

A-3
(県道の路
面排水）

F F F F
2019/4/25 2019/4/26 2019/5/22 2019/5/23
容器法 容器法 容器法

A+B

A+B+D

E

F

半
の
沢
左
岸
側
の
支
沢

場　所

測定不能
（にじみ）

測定不能
（にじみ）

表流⽔なし 表流⽔なし 表流⽔なし

G

A-2

表 半の沢 流量測定結果（2019 年 4 月、5月） 
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表 調査結果総括表 

2018年

8/22 4/25 4/26 5/22 5/23

A-1
不明瞭な谷地形、下端部に
崩壊跡地形あり。

表流水なし 表流水なし 表流水なし 表流水なし 表流水なし

地形的に明瞭な谷地形は認められず、表流水が見
られるような状況ではない。

表流水が出現することなく、地中に浸透し、県道の切土のり面
に湧水として流出すると思われる（A-2）。

発生土置場には直接関係しない。ただし、県道の勾配が半の沢橋の大鹿側アバット
ヘ傾斜しており、A-1の集水分が半の沢進入路へ集まるため、盛土内の排水計画とと
もに県道道路排水の切り回しにも配慮することが望ましい。

A-2
崩壊跡地形の下端にあり、切
土法面法尻から湧水が発生
している。

湧水あり
数㍑/分

1.32 1.63 0.86 0.72

切土法面の法尻に湧水が認められる。 湧水の増加の可能性がある。切土法面の法尻には、湧水だけ
でなく、道路路面の排水も集中する。

ほぼ盛土天端レベルに該当する。県道の勾配が半の沢橋の大鹿側アバットヘ傾斜し
ており、A-1の集水分が半の沢進入路へ集まるため、盛土内の排水計画とともに県道
道路排水の切り回しにも配慮することが望ましい。

A-3 不明瞭かつ小規模な谷地形 0.0036 表流水なし 水無し 11.66 水無し 水無し

苔の付着していない角礫が多く堆積している。降雨
の直後は、県道の溜水が流下している（4/26）。

大雨時には表流水が流下する。A-1⇒A-2⇒A-3に流下する水
に加え、県道の道路排水も流入する。

対象の集水範囲に加えて、県道の道路排水も流れ込んでいる可能性がある。盛土内
の排水計画とともに県道道路排水の切り回しにも配慮することが望ましい。

A-4
盛土敷と接する
広がった谷地形

A-3に含まれ
る

水無し 水無し 水無し 水無し

表流水は認められない。崖錐堆積物の中に伏流して
いる可能性がある。

降雨時にも表流水は認められない。 崖錐堆積物の中に伏流している可能性があり、暗渠排水を設置しておくことが望まし
い。

B-1 0.0079 にじみ にじみ にじみ にじみ

B-2 0.0014 にじみ にじみ にじみ にじみ

A+B ―
AとBの谷から湧出した水が
進入路の土側溝に流れ込ん
でいる。

― ― 5.8 6.25 7.25 5.75

AとBの谷から湧出した水が進入路の土側溝に流れ
込んでいる。落石対策の防護柵の基礎コンクリート
付近で流量を測定。

大雨時には、アスカーブを越流して、下方の斜面に流下すると
考えられる。

対象の集水範囲に加えて、県道の道路排水も流れ込んでいる可能性がある。盛土内
の排水計画とともに県道道路排水の切り回しにも配慮することが望ましい。

C C 不明瞭な谷地形 0.0009 水無し 水無し 水無し 水無し 水無し

不明瞭だが流水の跡がみられる。半の沢の進入路
の路肩にアスカーブが無い。

大雨時に道路からの水がオーバーフローしている可能性があ
る。集水面積がわずかであり、進入路からの流入が主と思われ
る。

谷地形がごく小規模であり、暗渠設計上配慮する必要性は小さい。半の沢の進入路
に沿って水が流れることから、道路排水の切り回しに配慮することが望ましい。

D D 不明瞭な谷地形 0.0106 水無し 水無し 水無し 水無し 水無し

不明瞭な谷地形で、表流水も認められないが、出水
した痕跡が認められる。

常時は伏流していると思われるが、大雨時には、土砂とともに
流出する可能性がある。

伏流した水が発生土内に流入する可能性があり、集水面積に応じた排水計画として
おくことが望ましい。

A+B+D ―
進入路の土側溝に集まった
水

― ― 5.14 17.2 12.2 6.5

進入路の土側溝に集まった水が、半の沢との合流
部の直近に位置する。進入路のヘアピンカーブで、ア
スファルトにも浸み出している。

大雨時には、水量が増えて、進入路のアスファルトへの浸み出
しも増加すると思われる。

進入路の土側溝部分に、暗渠排水を設けて、流入した水がすみやかに排水されるよ
う配慮することが望ましい。

E E
下方斜面は不明瞭な谷地形
だが、標高690m以上に緩傾
斜の広い谷地形を持つ。

0.0297 にじみ程度 3.55 4.2 2.85 2.17

不明瞭な谷地形で、数㍑/分の表流水が認められ
る。苔の付着しない礫が分布し、大雨時に増水した
痕跡が認められる。

常時は伏流していると思われるが、大雨時には、土砂とともに
流出する可能性がある。標高690m以上に広い谷地形を有し、
流量も多いと思われる。

伏流した水が発生土内に流入する可能性があり、集水面積に応じた排水計画として
おくことが望ましい。

F F 不明瞭な谷地形 0.0161 にじみ程度 にじみ にじみ 2.92 1.17

不明瞭な谷地形で、数㍑/分の表流水が認められ
る。苔の付着しない礫が分布し、大雨時に増水した
痕跡が認められる。

上方斜面からの表流水が発生すると思われる。 伏流した水が発生土内に流入する可能性があり、集水面積に応じた排水計画として
おくことが望ましい。

G G 不明瞭な谷地形 0.0071 にじみ程度 0.3 0.48 1.47 0.93

不明瞭な谷地形で、数㍑/分の表流水が認められ
る。苔の付着しない礫が分布し、大雨時に増水した
痕跡が認められる。

上方斜面からの表流水が発生すると思われる。 計画する堰堤の上流側に位置し、発生土盛土とは関係しない。

H H 広い谷地形（崩壊跡地形） 0.0191 水無し 水無し 水無し 水無し 水無し

角礫状の岩屑が堆積しており、表流水は認められな
い。地山が緩んで地下水が低い可能性がある。

大雨時には、岩屑を押し流す表流水が発生する可能性がある。 計画する堰堤の上流側に位置し、発生土盛土とは関係しない。

I I 広い谷地形（崩壊跡地形） 0.0054 水無し 水無し 水無し 水無し 水無し

角礫状の岩屑が堆積しており、表流水は認められな
い。地山が緩んで地下水が低い可能性がある。

ある程度の降雨でも表流水が発生しない可能性があるが、岩
盤上面（岩屑堆積物の中）を伏流する可能性がある。

伏流した水が発生土内に流入する可能性があり、集水面積に応じた排水計画として
おくことが望ましい。

J右 にじみ にじみ にじみ にじみ にじみ

J左 にじみ にじみ にじみ 0.77 0.78

K K 明瞭な谷地形 0.0089 2～3㍑/分 伏流 伏流 4.67 0.17

谷の出口には、倒木や角礫が多く堆積し、伏流して
いる。降雨の後は数㍑/分の表流水が見られる。

集水面積に応じた河川流量が発生する可能性が高い。 発生土置場に含まれ、盛土底面の暗渠及び地表での開渠で排水できるように配慮す
る必要がある。

L L 不明瞭な谷地形 0.0066 水無し 水無し 水無し 水無し 水無し

谷地形の末端は、旧道の盛土に位置しており、流末
の状態は確認できなかった。

集水範囲が小さく発生流量は小さい。旧道の切土法面に湧出し
て旧道の盛土内部を伏流する。

降雨時は一定量の水が集まる可能性があり、暗渠は設置しておくことが望ましい。

M M 明瞭な谷地形 0.0175 20～30㍑/分 にじみ 0.36 7.87 2.37

表流水を確認。旧道の下は暗渠で擁壁の中を通り、
下方の崖錐堆積物中では伏流している。崖錐堆積
物の表面を流下した痕跡がある。2019年には暗渠
からの排水は見られない。

降雨時には、既設暗渠で吐け切れず、下段の崖錐堆積物の上
面を表流水が流下する可能性がある。

旧道の暗渠で吐けない流量はオーバーフローしていると考えられる。旧道の排水工
の規格・構造は不明のため、開渠・暗渠を組み合わせて新設し、排水する必要があ
る。旧道下の暗渠は擁壁の押し出しで破損している可能性が高く、利用できない。

N-1 不明瞭な谷地形 0.0043 水無し 水無し 水無し 水無し 水無し
にじみ・滴水も見られない乾燥した状態。 降雨は県道の切土法面から県道上を流れ、道路縦断勾配に

沿って谷地形Oに合流する可能性がある。
道路縦断勾配が松川方向へ傾斜しており、谷地形Oへ合流するとして設計を行うこと
が望ましい。

N-2 急斜面（崖に近い） 0.0021 水無し 水無し 水無し 水無し 水無し
にじみ・滴水も見られない乾燥した状態。県道の下
方斜面は、擁壁の部分がある。

集水範囲が小さく発生流量は小さい。斜面を流下して発生土置
場内に浸透する。

降雨時は一定量の水が集まる可能性があり、暗渠は設置しておくことが望ましい。

O 明瞭な谷地形 0.0112 水無し 水無し 水無し 水無し 水無し
にじみ・滴水も見られない乾燥した状態。 集水面積に応じた河川流量が発生する可能性が高い。 発生土置場に含まれ、盛土底面の暗渠及び地表での開渠で排水できるように配慮す

ることが望ましい。

O’-1 0.0024 水無し 水無し 水無し 水無し
範囲内に降った降雨は、道路縦断勾配が松川側に傾斜してい
ることから、隣のOの谷に合流するものと思われる。

道路縦断勾配が松川方向へ傾斜しており、谷地形Oへ合流するとして設計を行うこと
が望ましい。

O’-2 0.0013 水無し 水無し 水無し 水無し
集水範囲が小さく発生流量は小さい。斜面を流下して発生土置
場内に浸透する。

斜面が急崖に近い形状であり、斜面と平行に斜面尻に暗渠を配置する等の配慮が望
まれる。

P 明瞭な谷地形 0.0210 10㍑/分 13.6 17.5 28 20
数10㍑/分の表流水を確認。 集水面積に応じた河川流量が発生する可能性が高い。 発生土置場に含まれないが、場内排水（開渠）の計画には配慮する必要がある。

P’-1 0.0019 水無し 水無し 水無し 水無し
範囲内に降った降雨は、道路縦断勾配が松川側に傾斜してい
ることから、隣のPの谷に合流するものと思われる。

谷地形Pの集水面積にP’-1も含めて検討する必要がある。

P’-2 0.0017 水無し 水無し 水無し 水無し
斜面を流下して発生土置場内に浸透する。 斜面が急崖に近い形状であり、斜面と平行に斜面尻に暗渠を配置する等の配慮が望

まれる。

にじみ・滴水も見られない乾燥した状態。

にじみ・滴水も見られない乾燥した状態。

不明瞭な谷地形 滴水程度

不明瞭な谷地形で、進入路建設時の切土によって、
岩盤が露出している。進入路の路肩にはアスカーブ
が設置されており、谷の出水は常時は進入路に沿っ
て流下する。

斜面の末端に２箇所の湧水が認められる。常時湧水
している。

O

P 谷地形OとPに挟まれた尾根
の末端斜面で、不明瞭な谷地
形をなす。谷地形の下方は切
土法面となっている。

谷地形NとOに挟まれた斜面
で、不明瞭な谷地形をなす。
谷地形の下方は切土法面と
なっている。

水無し

水無し

N

0.0086

B-2は苔の付着しない角礫が多数分布することから、大雨時に
は、アスカーブを越流して、下方の斜面に流下すると考えられ
る。

対象の集水範囲に加えて、県道の道路排水も流れ込んでいる可能性がある。盛土内
の排水計画とともに県道道路排水の切り回しにも配慮することが望ましい。

2019年

水量（㍑/分）

A

形態
集水面積

（km2）
谷地形　番号 踏査時の状況

湧水量に関与する集水面積が特定しにくいが、一定量の流量
が発生するものと思われる。

明瞭な谷地形では無いが、河床近くに湧水箇所が2箇所あり、発生土盛土には暗渠を
設置しておくことが望ましい。

降雨時の状態（推定） 設計上の配慮事項

J 0.0018尾根地形（凸型斜面）

B
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B-1 

B-2 

図 集水面積計算範囲図 
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現地写真撮影位置  
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写真-052

写真-051

写真-050 

写真-053

写真-049 

写真-047

写真-048

写真-046

写真-040 
写真-041,042 

写真-043,044,045 

写真-039

写真-037 

写真-038 

写真-036

写真-035 

写真-032

写真-033 

半の沢 現地踏査 写真撮影位置図 
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写真-003 

写真-003 半の沢最上流部の分水嶺より、南方を望む。谷が直線状のため、 
小渋川左岸側の山並みが見える。後述のように、半の沢沿いには、ほぼ南北
方向に割れ目の密集する花崗岩（カタクラサイト）や粘土化した花崗岩が分
布している。直線状をなす谷の形成に地質構造が関係している可能性がある。

写真-001 半の沢最上流部の分水嶺近くに露出する花崗

写真-002  同 上 （拡大）ＤＨ級の風化。 

N 

写真-001,002 

写真-004  分水嶺近傍の花崗岩はマサ状風化がすすむ。 写真-005  同 左 （拡大）ＤＭ級の風化。 

写真-004,005 
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N 

写真-006 半の沢上流部の状況。粘土化したマサが分布。 
沢の下流方向を見下ろす。左岸側に岩盤が露出するのに 

対して、右岸側は粘土化した花崗岩が分布する。 

写真-007 半の沢上流部の状況。割れ目の発達する花崗岩と 
粘土化したマサ（写真の白色を帯びる部分）が分布する。 

写真-006 

写真-007

写真-008 

写真-008 半の沢上流部の状況。粘土化したマサが分布。高さ 1m ほどの 
滑落崖が連続し、下方斜面は植生が少なく、表層崩壊跡と思われる。 
写真右端の沢部には、花崗岩（ＣＬ級）が分布する（写真-009）。 

67



 
  

写真-009 半の沢上流部の河床の状況。CL 級の花崗岩が分布し、滑床状をなす。

写真-009 

写真-010,011,012 

N 

写真-010 半の沢上流部の状況。沢の右岸側（写真左手）には、 

粘土化した花崗岩が分布する。 

写真-011 同左。ハンマーが突き刺さる程度の硬さ。 写真-012 同左。粗粒の花崗岩で、長石がピンク色を呈する。 
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写真-014 沢を下流側から上流側方向を見上げた状況。写真の左手（沢の右岸側）には、
粘土化した花崗岩が分布する。写真の右手（沢の右岸側には、硬質な花崗岩が分布する。

写真左手の斜面は、特に植生が乏しく表層崩壊跡と推定される。 

写真-013 倒木による沢の閉塞状況。直上流の表層崩壊に伴

う倒木の流出と推定される。 

写真-013 

写真-014 

N 
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写真-018 半の沢中流部に分布する割れ目の多い花崗岩（カタクラサイト）。 写真-019 同左。 写真-020 同左。ハンマーピックで崩せる程度の硬さ。

写真-015 半の沢中流部の状況。写真の左側（右岸側）に変質した花崗岩が分布している。 
写真の右側（左岸側）は落石堆積物からなる緩斜面を形成する。 

写真-017 同上。変質した花崗岩ＤＨ級の硬さ。 写真-016 同上。変質した花崗岩の上部には硬質な花崗岩が分布。

N 

写真-018,019,020 

写真-015 

写真-016,017 
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写真-021 写真-018 の露頭を上流側から見たところ。 写真-022 同左。 

写真-024 同上。ハンマーピックが突き刺さる。 写真-025 同左。 

写真-023 変質して粘土化した花崗岩。 

N 

写真-023,024,025 

写真-021,022 
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写真-026 

写真-027,28 

写真-026 半の沢の中流部・右岸側の支沢。花崗岩が分布し、河床は滑
床状となっている。 

写真-027 半の沢の中流部に認められる、花崗岩の巨転石。 写真-028 同左。巨転石。はコケ蒸しており、最近の崩落ではない 

と思われる。 

ハンマー 

N 
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写真-031 同上。滝にはＣＨ級の花崗岩が分布。 

写真-029 半の沢の中流部の状況。河床の堆積物は少ない。写真右手に滝があり、支沢が合流。 

N 

写真-029 

写真-031 

写真-030 

写真-030 半の沢中流部の左岸の岩盤斜面。 
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写真-032 沢の右岸側の状況（下流側から見上げる）。緩斜面を形成し、崖錐堆積物が分布。 

写真-033 沢の右岸側の状況（上流側から見下ろす）。崖錐堆積物が分布。 

写真-034 沢の中央部の状況。 

N 

写真-034 

写真-032 

写真-033 
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N 

写真-035 沢の中央付近の状況。河床部は土砂堆積し、露岩は認められない。 

写真-036 沢の右岸側の斜面の状況。馬蹄形の凹みがあり、小規模な表層崩壊跡と考えられる。 

写真-039 沢の左岸側の斜面の状況。板状節理の発達する花崗岩が露出。 写真-037 沢の中央部の状況。 写真-038 沢の左岸側の斜面の状況。節理の発達する花崗岩が露出。

写真-035 

写真-036 

写真-037,038 

写真-039 
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写真-040 林道のへピンカーブ近くの状況。河床は堆積物に覆われ、露岩は認められない。 

写真-041 沢の右岸側の花崗岩の露頭。 写真-042 同左。弱風化している。 

N 

写真-040 
写真-041,042 

写真-043,044,045 

写真-043 半の沢の右岸側に合流する支沢。花崗岩が露 写真-044 同左。花崗岩はマサ化している（ＤＨ級）。 写真-045 同左。 
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写真-046 発生土置き場の状況（2017 年 5 月 15 日）。斜面には硬質な花崗岩が分布。斜面途中からの湧水は認められない。

写真-048 発生土置き場の状況（2017 年 5 月 15 日）。斜面には硬質な花崗岩が分布。斜面途中からの湧水は認められない。 

写真-047 沢地形をなすが、表流水は認められない。

写真-046 

写真-049 斜面下方には崖錐堆積物が分布。 
沢部は、コルゲート管による水路工が設置さ
れているが、側部が浸食され、浮き上がって

いる。 

写真-049 

写真-047,048 
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写真-052 県道 59 号の橋梁と沢の状況。 

表流水が認められる。 

写真-053 土捨て場全体の状況（2017 年 5 月 15 日）。 

表流水のある沢

半の沢 

N 

写真-050 

写真-053 

写真-051 沢の出口の状況。水溜まりとなる。

写真-051、写真-052 

写真-050 沢の出口の状況。トンネルの掘削ズリが搬入されている。 
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盛土安定計算結果
（A-A断面、上部すべり）

79



安全率図（常時）

A－A'断面(1/2水位) 上段考慮 常時
縮尺 ； 1/ 3440

最小安全率 F S MIN = 5.133

円弧の中心 X = 45.00 （ｍ）

Y = 670.00 （ｍ）

半径 R = 135.05 （ｍ）

抵抗モーメント M R = 2110709.5 （ｋＮ・ｍ）

起動モーメント M D = 411174.9 （ｋＮ・ｍ）

層番号 飽和重量 湿潤重量 内部摩擦角 粘着力 粘着力の 水平震度 鉛直震度

（ｋＮ／ｍ
3
)（ｋＮ／ｍ

3
) （度） （ｋＮ／ｍ

2
) 一次係数

1 21.00 20.00 35.00 0.00 0.00 0.000 0.000

2 20.00 19.00 35.00 0.00 0.00 0.000 0.000

3 20.00 19.00 35.00 0.00 0.00 0.000 0.000

4 19.00 18.00 35.00 0.00 0.00 0.000 0.000

5 21.00 20.00 40.00 0.00 0.00 0.000 0.000

6 21.00 20.00 32.50 250.00 0.00 0.000 0.000

10 23.00 22.00 42.00 620.00 0.00 0.000 0.000

11 23.00 22.00 42.00 620.00 0.00 0.000 0.000

水の単位体積重量 = 10.00 （ｋＮ／ｍ
3
)

X （ｍ）-250 -200 -150 -100 -50 0 50 100 150

500

550

600

650

700

1

2

3

4

5

6

10

11

10.0 （ｋＮ／ｍ
2
)

10.0 （ｋＮ／ｍ
2
)

10.0 （ｋＮ／ｍ
2
)
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安全率図（地震時）

A－A'断面(1/2水位) 上段考慮 地震時
縮尺 ； 1/11413

最小安全率 F S MIN = 2.284

円弧の中心 X = 45.00 （ｍ）

Y = 1500.00 （ｍ）

半径 R = 965.01 （ｍ）

抵抗モーメント M R = 33751192.0（ｋＮ・ｍ）

起動モーメント M D = 14774446.0（ｋＮ・ｍ）

層番号 飽和重量 湿潤重量 内部摩擦角 粘着力 粘着力の 水平震度 鉛直震度

（ｋＮ／ｍ
3
)（ｋＮ／ｍ

3
) （度） （ｋＮ／ｍ

2
) 一次係数

1 21.00 20.00 35.00 0.00 0.00 0.250 0.000

2 20.00 19.00 35.00 0.00 0.00 0.250 0.000

3 20.00 19.00 35.00 0.00 0.00 0.250 0.000

4 19.00 18.00 35.00 0.00 0.00 0.250 0.000

5 21.00 20.00 40.00 0.00 0.00 0.250 0.000

6 21.00 20.00 32.50 250.00 0.00 0.250 0.000

10 23.00 22.00 42.00 620.00 0.00 0.250 0.000

11 23.00 22.00 42.00 620.00 0.00 0.250 0.000

水の単位体積重量 = 10.00 （ｋＮ／ｍ
3
)

X （ｍ）-250-200-150-100 -50 0 50 100 150

500

550

600

650

700

750

800

850

900

950

1000

1050

1100

1150

1200

1250

1300

1350

1400

1450

1500

1
2

3

4

5
6

10
11

0.0 （ｋＮ／ｍ
2
)

0.0 （ｋＮ／ｍ
2
)

0.0 （ｋＮ／ｍ
2
)
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盛土安定計算結果
（A-A断面、全体すべり）
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安全率図（常時）

A－A'断面(1/2水位) 全体考慮
縮尺 ； 1/ 3692

最小安全率 F S MIN = 2.607

円弧の中心 X = 60.00 （ｍ）

Y = 790.00 （ｍ）

半径 R = 282.54 （ｍ）

抵抗モーメント M R = 15363080.0（ｋＮ・ｍ）

起動モーメント M D = 5892024.0 （ｋＮ・ｍ）

層番号 飽和重量 湿潤重量 内部摩擦角 粘着力 粘着力の 水平震度 鉛直震度

（ｋＮ／ｍ
3
)（ｋＮ／ｍ

3
) （度） （ｋＮ／ｍ

2
) 一次係数

1 21.00 20.00 35.00 0.00 0.00 0.000 0.000

2 20.00 19.00 35.00 0.00 0.00 0.000 0.000

3 20.00 19.00 35.00 0.00 0.00 0.000 0.000

4 19.00 18.00 35.00 0.00 0.00 0.000 0.000

5 21.00 20.00 40.00 0.00 0.00 0.000 0.000

6 21.00 20.00 32.50 250.00 0.00 0.000 0.000

10 23.00 22.00 42.00 620.00 0.00 0.000 0.000

11 23.00 22.00 42.00 620.00 0.00 0.000 0.000

水の単位体積重量 = 10.00 （ｋＮ／ｍ
3
)

X （ｍ）-250 -200 -150 -100 -50 0 50 100 150

500

550

600

650

700

750

800

1

2

3

4

5

6

10

11

10.0 （ｋＮ／ｍ
2
)

10.0 （ｋＮ／ｍ
2
)

10.0 （ｋＮ／ｍ
2
)
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安全率図（地震時）

A－A'断面(1/2水位) 全体考慮
縮尺 ； 1/ 3692

最小安全率 F S MIN = 1.113

円弧の中心 X = 60.00 （ｍ）

Y = 790.00 （ｍ）

半径 R = 282.54 （ｍ）

抵抗モーメント M R = 14121130.0（ｋＮ・ｍ）

起動モーメント M D = 12683009.0（ｋＮ・ｍ）

層番号 飽和重量 湿潤重量 内部摩擦角 粘着力 粘着力の 水平震度 鉛直震度

（ｋＮ／ｍ
3
)（ｋＮ／ｍ

3
) （度） （ｋＮ／ｍ

2
) 一次係数

1 21.00 20.00 35.00 0.00 0.00 0.250 0.000

2 20.00 19.00 35.00 0.00 0.00 0.250 0.000

3 20.00 19.00 35.00 0.00 0.00 0.250 0.000

4 19.00 18.00 35.00 0.00 0.00 0.250 0.000

5 21.00 20.00 40.00 0.00 0.00 0.250 0.000

6 21.00 20.00 32.50 250.00 0.00 0.250 0.000

10 23.00 22.00 42.00 620.00 0.00 0.250 0.000

11 23.00 22.00 42.00 620.00 0.00 0.250 0.000

水の単位体積重量 = 10.00 （ｋＮ／ｍ
3
)

X （ｍ）-250 -200 -150 -100 -50 0 50 100 150

500

550

600

650

700

750

800

1

2

3

4

5

6

10

11

0.0 （ｋＮ／ｍ
2
)

0.0 （ｋＮ／ｍ
2
)

0.0 （ｋＮ／ｍ
2
)
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